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(57)【要約】
【課題】流体袋の容量を低減でき、流体袋に流体を供給
したときに破れを生じ難くすることができる血圧計用カ
フを提供する。
【解決手段】血圧計用カフは、橈骨動脈および尺骨動脈
上を圧迫するために空気が供給される空気袋１０１と、
橈骨動脈および尺骨動脈を有する手首に空気袋１０を固
定するためのカフ帯とを備える。空気袋１０１は、橈骨
動脈および尺骨動脈上に配置される幅広部１０４と、こ
の幅広部１０４に連なって幅広部１０４よりも幅が狭い
第１，第２幅狭部１０５，１０６とを有している。幅広
部１０４の縁１０４ａ，１０４ｂに連なる第１，第２幅
狭部１０５，１０６の縁１０５ａ，１０５ｂ，１０６ａ
，１０６ｂは、幅方向に対して傾斜する直線形状となっ
ている。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動脈を圧迫するために流体が供給される流体袋と、
　上記動脈を有する被測定部に上記流体袋を固定するための固定手段と
を備え、
　上記流体袋は、
　上記動脈上に配置される幅広部と、
　この幅広部に連なって上記幅広部よりも幅が狭い幅狭部と
を有し、
　上記幅広部の縁に連なる上記幅狭部の縁は、幅方向に対して傾斜する略直線形状となっ
ていることを特徴とする血圧計用カフ。
【請求項２】
　請求項１に記載の血圧計用カフにおいて、
　第１の上記幅狭部は、上記流体袋の幅方向に対して直交する方向の一端部に設けられて
いることを特徴とする血圧計用カフ。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の血圧計用カフにおいて、
　第２の上記幅狭部は、上記流体袋の幅方向に対して直交する方向の中央部に設けられて
いることを特徴とする血圧計用カフ。
【請求項４】
　請求項１から３までのいずれか一項に記載の血圧計用カフにおいて、
　上記流体袋には、上記流体袋内を複数の空間に仕切る仕切部が設けられていることを特
徴とする血圧計用カフ。
【請求項５】
　請求項４に記載の血圧計用カフにおいて、
　上記仕切部は、上記流体袋の幅方向に対して直交する方向の中央に設けられていること
を特徴とする血圧計用カフ。
【請求項６】
　請求項４に記載の血圧計用カフにおいて、
　上記仕切部は、上記流体袋の幅方向に対して直交する方向の中央よりも一端部側に寄る
ように設けられていることを特徴とする血圧計用カフ。
【請求項７】
　請求項１から６までのいずれか一項に記載の血圧計用カフにおいて、
　上記広幅部の幅方向に対して直交する方向の長さは、上記流体袋の幅方向に対して直交
する方向の長さの１／２以上かつ３／４以下であることを特徴とする血圧計用カフ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば上腕式血圧計や手首式血圧計等に使用される血圧計用カフに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、血圧計用カフとしては、特開１０－５７３２３号公報(特許文献１)に開示されて
いるように、手首に巻き付けられるカフ帯と、このカフ帯内に設けられ、手首の動脈を圧
迫するために空気が供給される空気袋とを備えたものがある。
【０００３】
　この従来の血圧計用カフでは、空気袋の平面視形状を十字形状とすることにより、空気
袋の容量を低減を図っている。より詳しくは、上記空気袋は、幅(手首に巻き付けられる
方向に対して直交する方向の長さ)が広い幅広部と、この幅広部の巻き付け方向の両側に
設けられ、上記幅広部よりも幅が狭い幅狭部とからなっている。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開１０－５７３２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記従来の血圧計用カフでは、空気袋の平面視形状を十字形状としているため、空気袋
において幅方向に延びる部分と、空気袋において巻き付け方向に延びる部分とが、互いに
直角に交差している。別の言い方をすれば、上記幅広部と幅狭部が直角を成している。
【０００６】
　その結果、上記空気袋に空気を供給したとき、幅広部と幅狭部の境界で応力集中が発生
するので、上記直角部が破れ易いという問題がある。
【０００７】
　そこで、本発明の課題は、流体袋の容量を低減でき、流体袋に流体を供給したときに破
れを生じ難くすることができる血圧計用カフを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するため、本発明の血圧計用カフは、
　動脈を圧迫するために流体が供給される流体袋と、
　上記動脈を有する被測定部に上記流体袋を固定するための固定手段と
を備え、
　上記流体袋は、
　上記動脈上に配置される幅広部と、
　この幅広部に連なって上記幅広部よりも幅が狭い幅狭部と
を有し、
　上記幅広部の縁に連なる上記幅狭部の縁は、幅方向に対して傾斜する略直線形状となっ
ていることを特徴としている。
【０００９】
　ここで、上記略直線形状とは、直線形状や、直線の一部(例えば端)を曲線にした形状も
含むものである。
【００１０】
　上記構成によれば、上記流体袋は幅広部よりも幅が狭い幅狭部を有するので、流体袋の
容量を低減できる。
【００１１】
　また、上記幅広部の縁に連なる幅狭部の縁は、幅方向に対して傾斜する略直線形状とな
っているので、幅広部と幅狭部が鈍角を成すようにすることができる。したがって、上記
流体袋に流体を供給したとき、幅広部と幅狭部の境界で応力集中が発生しないようにして
、破れを生じ難くすることができる。
【００１２】
　一実施形態の血圧計用カフでは、
　第１の上記幅狭部は、上記流体袋の幅方向に対して直交する方向の一端部に設けられて
いる。
【００１３】
　上記実施形態によれば、上記流体袋の幅方向に対して直交する方向の一端部に、第１の
幅狭部を設けることにより、流体袋の容量を低減しても、動脈を十分に圧迫できる。
【００１４】
　一実施形態の血圧計用カフでは、
　第２の上記幅狭部は、上記流体袋の幅方向に対して直交する方向の中央部に設けられて
いる。
【００１５】
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　上記実施形態によれば、上記流体袋の幅方向に対して直交する方向の中央部に、第２の
幅狭部を設けていることにより、流体袋の容量をさらに低減できる。
【００１６】
　一実施形態の血圧計用カフでは、
　上記流体袋には、上記流体袋内を複数の空間に仕切る仕切部が設けられている。
【００１７】
　上記実施形態によれば、上記流体袋内を複数の空間に仕切る仕切部があるので、流体袋
の容量から仕切部に対応する容量分減らすことができる。
【００１８】
　一実施形態の血圧計用カフでは、
　上記仕切部は、上記流体袋の幅方向に対して直交する方向の中央に設けられている。
【００１９】
　上記実施形態によれば、上記固定手段によって流体袋を手首に固定する場合、流体袋の
幅方向に対して直交する方向の中央に仕切部を設けることにより、流体袋内の複数の空間
のうちの一つを尺骨動脈上に位置させると共に、流体袋内の複数の空間のうちの他の一つ
を橈骨動脈上に位置させることができる。したがって、上記尺骨動脈および橈骨動脈を確
実に圧迫することができる。
【００２０】
　一実施形態の血圧計用カフでは、
　上記仕切部は、上記流体袋の幅方向に対して直交する方向の中央よりも一端部側に寄る
ように設けられている。
【００２１】
　上記実施形態によれば、上記固定手段によって流体袋を手首に固定する場合、流体袋の
幅方向に対して直交する方向の中央よりも一端部側に寄るように仕切部を設けることによ
り、流体袋内の複数の空間のうちの一つを、流体袋内の複数の空間のうちの他の一つより
も大きくすることができる。したがって、上記流体袋内の複数の空間のうちの大きい一つ
を尺骨動脈上に位置させれば、橈骨動脈よりも深い位置にある尺骨動脈を適切に圧迫する
ことができる。
【００２２】
　一実施形態の血圧計用カフでは、
　上記広幅部の幅方向に対して直交する方向の長さは、上記流体袋の幅方向に対して直交
する方向の長さの１／２以上かつ３／４以下である。
【００２３】
　上記実施形態によれば、上記固定手段によって流体袋を手首に固定する場合、上記広幅
部の幅方向に対して直交する方向の長さは、流体袋の幅方向に対して直交する方向の長さ
の１／２以上かつ３／４以下であるので、尺骨動脈および橈骨動脈の一方しか圧迫できな
くなるという事態を回避することができる。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明の血圧計用カフは、動脈を圧迫するために流体が供給される流体袋を備え、この
流体袋は、動脈上に配置される幅広部と、この幅広部に連なって幅広部よりも幅が狭い幅
狭部とを有するので、流体袋の容量を低減できる。
【００２５】
　また、上記幅広部の縁に連なる幅狭部の縁は、幅方向に対して傾斜する略直線形状とな
っているので、幅広部と幅狭部が鈍角を成すようにして、幅広部と幅狭部の境界で応力集
中が発生するのを防ぐことができる。したがって、上記流体袋に流体を供給したとき、破
れを生じ難くすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】図１は本発明の一実施形態の手首式血圧計の装着状態の概略斜視図である。
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【図２】図２は本発明の一実施形態の血圧計用カフの概略平面図である。
【図３】図３は図２のIII－III線矢視の概略断面図である。
【図４】図４は本発明の一実施形態の空気袋の概略平面図である。
【図５】図５は図４のＶ－Ｖ線の概略断面図である。
【図６】図６は本発明の他の実施形態の空気袋の概略平面図である。
【図７】図７は本発明の他の実施形態の空気袋の概略平面図である。
【図８】図８は本発明の他の実施形態の空気袋の概略平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、本発明の血圧計用カフ３を図示の実施の形態により詳細に説明する。
【００２８】
　図１は、本発明の一実施形態の手首式血圧計１を手首Ｗに装着した状態を斜め上方から
見た概略斜視図である。
【００２９】
　上記血圧計１は、血圧計本体２と、この血圧計本体２が外周面に取り付けられた血圧計
用カフ３とを備え、手首Ｗ内の橈骨動脈ＲＡおよび尺骨動脈ＵＡを圧迫することで血圧を
測定するものである。なお、手首Ｗは被測定部の一例である。
【００３０】
　上記血圧計本体２の表面には、血圧値を含む各種情報を表示する表示部２１と、測定の
ための各種指示を入力するために操作される操作部２２とを設けている。また、図示しな
いが、血圧計本体２は、血圧計用カフ３内の空気袋１０１に空気を供給するポンプや、空
気袋１０１内の圧力(以下、「カフ圧」という)により出力値が変化する圧力センサや、ポ
ンプおよび圧力センサなどを制御する制御装置などを内蔵している。
【００３１】
　図２は、上記血圧計用カフ３を血圧計本体２側から見た概略平面図である。また、図３
は、図２のIII－III線から見た概略断面図である。
【００３２】
　上記血圧計用カフ３は、図２，図３に示すように、平面視形状が八角形状である空気袋
１０１と、手首Ｗに空気袋１０１を固定するためのカフ帯１０２と、カフ帯１０２に空気
袋１０１を接続する接続部材１０３とを備えている。なお、空気袋１０１は流体袋の一例
であり、カフ帯１０２は固定手段の一例である。
【００３３】
　上記空気袋１０１は、カフ帯１０２の長手方向の他端部側に寄るように、カフ帯１０２
内の空間に配置されている。この空気袋１０１は、手首Ｗ側に配置される内シート１１１
と、血圧計本体２側に配置される外シート１１２とを有している。そして、上記ポンプか
ら空気袋１０１に空気を供給すると、空気袋１０１が膨張して、橈骨動脈ＲＡおよび尺骨
動脈ＵＡを圧迫する。このような空気袋１０１は、例えば、略同形状の内シート１１１お
よび外シート１１２を用意し、内シート１１１の周縁部と外シート１１２の周縁部とを互
いに溶着することで得られる。この内シート１１１および外シート１１２の材質としては
、伸縮性に富んでおり溶着後において周縁部からの漏気がないものであればどのようなも
のでも利用可能である。具体的には、ＥＶＡ(エチレン－酢酸ビニール共重合体)、ＰＶＣ
(軟質塩化ビニル)、ＰＵ(ポリウレタン)、ＴＰＥ－Ｏ(オレフェン系熱可塑性エラストマ)
および生ゴムなどが、内シート１１１および外シート１１２の材質として挙げられる。
【００３４】
　上記カフ帯１０２は、内シート１１１に対向する内布１２１と、外シート１１２に対向
する外布１２２とを有している。手首Ｗにカフ帯１０２を巻き付けたとき、内布１２１の
大部分が手首Ｗに直接接する。また、外布１２２および内布１２１の平面視形状は略長方
形状であり、外布１２２の周縁部と内布１２１の周縁部とを縫い合わせている。また、内
布１２１の長手方向(手首Ｗにカフ帯１０２を巻き付ける方向)の一端部の外面(空気袋１
０１側とは反対側の表面)にはポリエステル製の面ファスナ１２３を設けている。また、
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外布１２２の材質としては例えばポリエステル繊維などがあり、内布１２１の材質として
は例えばポリアミドまたはポリウレタン繊維などがある。
【００３５】
　上記接続部材１０３は、周縁部が外シート１１２に溶着されたベース部１３１と、空気
袋内に空気を出し入れするための第１筒部１３２と、カフ圧を検出するための第２筒部１
３３と、先端部が外布１２２に係止するフック部１３４とを有している。このベース部１
３１、第１筒部１３２、第２筒部１３３およびフック部１３４が樹脂成形で一体に形成さ
れている。また、第１筒部１３２および第２筒部１３３は、ベース部１３１から外布１２
２側に向かって延びており、先端部が外布１２２から突出している。また、第１筒部１３
２および第２筒部１３３と同様にフック部１３４も、ベース部１３１から外布１２２側に
向かって延びており、先端部が外布１２２から突出しているが、先端部が屈曲して、側面
視で逆Ｌ字形状となっている(図５参照)。
【００３６】
　図４は、上記空気袋１０１を血圧計本体２側から見た概略平面図である。また、図５は
、図４のＶ－Ｖ線から見た概略断面図である。
【００３７】
　上記空気袋１０１は、図４，図５に示すように、橈骨動脈ＲＡおよび尺骨動脈ＵＡ上に
配置される幅広部１０４と、この幅広部１０４の長手方向(手首Ｗにカフ帯１０２を巻き
付ける方向)の一端に連なって幅広部１０４よりも幅が狭い第１幅狭部１０５と、この幅
広部１０４の長手方向(手首Ｗにカフ帯１０２を巻き付ける方向)の他端に連なって幅広部
１０４よりも幅が狭い第２幅狭部１０６とを有している。この空気袋１０１の長手方向の
長さは例えば１４０ｍｍに設定される。なお、第１幅狭部１０５および第２幅狭部１０６
は第１の幅狭部の一例である。
【００３８】
　上記幅広部１０４の平面視形状は長方形状となっている。この幅広部１０４の長手方向
の長さＬ２は例えば１００ｍｍに設定される。
【００３９】
　上記第１幅狭部１０５は空気袋１０１の長手方向の一端部に設けられている一方、第２
幅狭部１０６は空気袋１０１の長手方向の他端部に設けられている。第１，第２幅狭部１
０５，１０６は、それぞれ、幅広部１０４から離れるにしたがって徐々に幅が狭くなる形
状を有している。より詳しくは、第１幅狭部１０５および第２幅狭部１０６の幅広部１０
４側の幅Ｗ１は例えば６０ｍｍに設定され、第１幅狭部１０５および第２幅狭部１０６の
幅広部１０４側とは反対側の幅Ｗ２は例えば２０ｍｍに設定される。そして、幅広部１０
４の縁１０４ａに連なる第１，第２幅狭部１０５，１０６の縁１０５ａ，１０６ａは、幅
方向に対して傾斜する直線形状を呈している。また、幅広部１０４の縁１０４ｂに連なる
第１，第２幅狭部１０５，１０６の縁１０５ｂ，１０６ｂも、幅方向に対して傾斜する直
線形状を呈している。すなわち、第１，第２幅狭部１０５，１０６の平面視形状は、台形
を９０°回転させたような形状となっている。
【００４０】
　上記構成の血圧計用カフ３によれば、空気袋１０１は幅広部１０４よりも幅が狭い第１
，第２幅狭部１０５，１０６を有するので、空気袋１０１の容量を低減できる。したがっ
て、上記ポンプを小型化して、血圧計１の小型化や薄型化を実現できる。
【００４１】
　また、上記幅広部１０４の縁１０４ａ，１０４ｂに連なる第１，第２幅狭部１０５，１
０６の縁１０５ａ，１０５ｂ，１０６ａ，１０６ｂは、幅方向に対して傾斜する直線形状
となっている。これにより、幅広部１０４の縁１０４ａと第１，第２幅狭部１０５，１０
６の縁１０５ａ，１０６ａとが鈍角を成すと共に、幅広部１０４の縁１０４ｂと第１，第
２幅狭部１０５，１０６の縁１０５ｂ，１０６ｂとが鈍角を成す。したがって、空気袋１
０１に空気を供給したとき、幅広部１０４と第１，第２幅狭部１０５，１０６の境界で応
力集中が発生しないようにして、空気袋１０１が簡単に破れないようにすることができる
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。
【００４２】
　また、上記空気袋１０１の長手方向の一端部に第１幅狭部１０５を設けていると共に、
空気袋１０１の長手方向の他端部に第２幅狭部１０６を設けているので、橈骨動脈ＲＡお
よび尺骨動脈ＵＡ上に幅広部１０４を確実に配置して、橈骨動脈ＲＡおよび尺骨動脈ＵＡ
を十分に圧迫できる。したがって、空気袋１０１が第１，第２幅狭部１０５，１０６を有
していても、血圧の測定精度を良好にできる。
【００４３】
　上記実施形態では、動脈を圧迫するために空気が供給される空気袋１０１を用いていた
が、動脈を圧迫するために液体が供給される液体袋を用いてもよい。
【００４４】
　上記実施形態では、幅広部１０４の縁１０４ａ，１０４ｂに連なる第１，第２幅狭部１
０５，１０６の縁１０５ａ，１０５ｂ，１０６ａ，１０６ｂは、幅方向に対して傾斜する
直線形状を呈していたが、直線の一部(例えば端部)を曲線にしたような形状を呈するよう
にしてもよい。
【００４５】
　上記実施形態では、本発明の血圧計用カフを手首式血圧計に適用した一例について説明
したが、本発明の血圧計用カフを適用する血圧計は手首式血圧計に限られない。つまり、
本発明の血圧計用カフを適用する血圧計は、上腕、太股、足首または指など、人体のどこ
に装着するものであってもよい。
【００４６】
　上記実施形態では、空気袋１０１は、カフ帯で覆われて被測定部に接触しないようにな
っていたが、被測定部に接触するようにしてもよい。
【００４７】
　上記実施形態において、幅広部１０４の長手方向の長さＬ２は、空気袋１０１の長手方
向の長さＬ１の１／２以上かつ３／４以下とするのが好ましい。すなわち、上記Ｌ２は１
／２Ｌ１～３／４Ｌ１の範囲内に設定するのが望ましい。このように設定した場合、尺骨
動脈ＵＡおよび橈骨動脈ＲＡの一方しか圧迫できなくなるという事態を回避することがで
きる。
【００４８】
　上記実施形態では、血圧計用カフは、図４に示す空気袋１０１を有していたが、図６に
示す空気袋２０１を有してもよい。
【００４９】
　上記空気袋２０１は、空気袋１０１と同様に、長手方向の一端部に第１幅狭部１０５を
有すると共に、長手方向の他端部に第２幅狭部１０６を有している。また、空気袋２０１
の長手方向の中央部には第３，第４幅狭部２０７，２０８を設けている。そして、第１幅
狭部１０５と第３幅狭部２０７の間には第１幅広部を設け、第２幅狭部１０６と第４幅狭
部２０８の間には第２幅広部を設けている。この第１，第２幅広部２０９，２１０は、第
１幅狭部１０５、第２幅狭部１０６、第３幅狭部２０７および第４幅狭部２０８よりも幅
が広くなっている。より詳しくは、第１幅狭部１０５は第１幅広部２０９の長手方向の一
端に連なって第１幅広部２０９から離れるにしたがって徐々に幅狭くなっている。また、
第２幅狭部１０６は第２幅広部２１０の長手方向の他端に連なって第２幅広部２１０から
離れるにしたがって徐々に幅狭くなっている。また、第３幅狭部２０７は第１幅広部２０
９の長手方向の他端に連なって第１幅広部２０９から離れるにしたがって徐々に幅狭くな
っている。また、第４幅狭部２０８は第２幅広部２１０の長手方向の一端に連なって第２
幅広部２１０から離れるにしたがって徐々に幅狭くなっている。なお、第３，第４幅狭部
２０７，２０８は第２の幅狭部の一例である。
【００５０】
　また、上記空気袋２０１は、略同形状の内シート２１１および外シート２１２を用意し
、内シート２１１の周縁部と外シート２１２の周縁部とを互いに溶着することで得られる
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。この内シート２１１および外シート２１２の材質は内シート１１１および外シート１１
２の材質と同じである。
【００５１】
　このような空気袋２０１は、空気袋１０１よりも、容量を低減できる。その上、尺骨動
脈ＵＡ上に第１幅広部２０９を配置すると共に、橈骨動脈ＲＡ上に第２幅広部２１０を配
置して、橈骨動脈ＲＡおよび尺骨動脈ＵＡを十分に圧迫できる。
【００５２】
　上記実施形態では、血圧計用カフは、図４に示す空気袋１０１を有していたが、図７に
示す空気袋３０１を有してもよい。
【００５３】
　上記空気袋３０１は、空気袋１０１と同様に、長手方向の一端部に第１幅狭部１０５を
有すると共に、長手方向の他端部に第２幅狭部１０６を有している。また、空気袋３０１
は、第１幅狭部１０５と第２幅狭部１０６の間に幅広部３０４を有している。この幅広部
３０４は第１，第２幅狭部１０６よりも幅が広くなっている。また、幅広部３０４には、
空気袋３０１内を複数の空間に仕切る第１，第２溶着部３４１，３４２を設けている。こ
の第１，第２溶着部３４１，３４２は空気袋３０１の長手方向の中央に位置し、第１溶着
部３４１と第２溶着部３４２の間では予め設定された間隔が空いている。また、空気袋３
０１内の第１幅狭部１０５側の空間と、空気袋３０１内の第２幅狭部１０６側の空間とは
、第１溶着部３４１と第２溶着部３４２の間を介して連通している。また、第１，第２溶
着部３４１，３４２において、長さＬ３は例えば１０ｍｍに設定し、幅Ｗ３は例えば５ｍ
ｍに設定する。なお、第１，第２溶着部３４１，３４２は仕切部の一例である。
【００５４】
　また、上記空気袋３０１は、略同形状の内シート３１１および外シート３１２を用意し
、内シート３１１の周縁部と外シート３１２の周縁部とを互いに溶着すると共に、内シー
ト３１１の長手方向の中央部の一部と外シート３１２の長手方向の中央部の一部とを互い
に溶着することで得られる。この内シート３１１および外シート３１２の材質は内シート
１１１および外シート１１２の材質と同じである。
【００５５】
　このような空気袋３０１は、空気袋１０１よりも、容量を低減できる。その上、尺骨動
脈ＵＡ上に、幅広部３０４の第１，第２溶着部３４１，３４２に対して第１幅狭部１０５
側の部分を配置すると共に、橈骨動脈ＲＡ上に、幅広部３０４の第１，第２溶着部３４１
，３４２に対して第２幅狭部１０６側の部分を配置することにより、橈骨動脈ＲＡおよび
尺骨動脈ＵＡを十分に圧迫できる。
【００５６】
　また、上記第１，第２溶着部３４１，３４２の換わりに、例えばブロック状部材または
板状部材を仕切部の一例として用いてもよい。このブロック状部材および板状部材は、空
気袋３０１内に配置すると共に、内シート３１１および外シート３１２に接着してもよい
。
【００５７】
　上記実施形態では、血圧計用カフは、図４に示す空気袋１０１を有していたが、図８に
示す空気袋４０１を有してもよい。
【００５８】
　上記空気袋４０１は、空気袋１０１と同様に、長手方向の一端部に第１幅狭部１０５を
有すると共に、長手方向の他端部に第２幅狭部１０６を有している。また、空気袋４０１
は、第１幅狭部１０５と第２幅狭部１０６の間に幅広部４０４を有している。この幅広部
４０４は第１，第２幅狭部１０５，１０６よりも幅が広くなっている。また、幅広部４０
４には、空気袋４０１内を複数の空間に仕切る第１，第２溶着部４４１，４４２を設けて
いる。この第１，第２溶着部４４１，４４２は空気袋４０１の長手方向の中央よりも第２
幅狭部１０６側に寄っており、予め設定された間隔を空あけて第１，第２溶着部４４１，
４４２を幅方向に並べている。また、空気袋４０１内の第１幅狭部１０５側の空間と、空
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気袋４０１内の第２幅狭部１０６側の空間とは、第１溶着部４４１と第２溶着部４４２の
間を介して連通している。また、第１，第２溶着部４４１，４４２において、長さＬ４は
例えば１０ｍｍに設定し、幅Ｗ４は例えば５ｍｍに設定する。なお、第１，第２溶着部４
４１，４４２は仕切部の一例である。
【００５９】
　また、上記空気袋４０１は、略同形状の内シート４１１および外シート４１２を用意し
、内シート４１１の周縁部と外シート４１２の周縁部とを互いに溶着すると共に、内シー
ト４１１の長手方向の中央部よりも一端部側の一部と、外シート４１２の長手方向の中央
部よりも一端部側の一部とを互いに溶着することで得られる。この内シート４１１および
外シート４１２の材質は内シート１１１および外シート１１２の材質と同じである。
【００６０】
　このような空気袋４０１は、空気袋１０１よりも、容量を低減できる。その上、尺骨動
脈ＵＡ上に、幅広部４０４の第１，第２溶着部４４１，４４２に対して第１幅狭部１０５
側の部分を配置すると共に、橈骨動脈ＲＡ上に、幅広部４０４の第１，第２溶着部４４１
，４４２に対して第２幅狭部１０６側の部分を配置することにより、橈骨動脈ＲＡおよび
尺骨動脈ＵＡを十分に圧迫できる。
【００６１】
　また、上記幅広部４０４の第１，第２溶着部対して第２幅狭部１０６側の部分は、幅広
部４０４の第１，第２溶着部対して第１幅狭部１０５側の部分よりも、容量が大きいので
、橈骨動脈ＲＡよりも深い位置にある尺骨動脈ＵＡを適切に圧迫することができる。
【００６２】
　また、上記第１，第２溶着部４４１，４４２の換わりに、例えばブロック状部材または
板状部材を仕切部の一例として用いてもよい。このブロック状部材および板状部材は、空
気袋４０１内に配置すると共に、内シート４１１および外シート４１２に接着してもよい
。
【００６３】
　なお、図６～図８において、図４の構成部と同一構成部は、図４における構成部と同一
参照番号を付している。
【００６４】
　また、上記接続部材１０３と同様の接続部材を空気袋２０１，３０１，４０１に取り付
けてもよい。
【００６５】
　また、上記実施形態およびその変形実施形態では、手首式血圧計１およびその変形例を
左手の手首Ｗに装着する場合を想定して説明していたが、手首式血圧計１およびその変形
例を右手の手首に装着しても、上述の作用効果と同様の作用効果は得られる。
【符号の説明】
【００６６】
　１０１，２０１，３０１，４０１…空気袋
　１０２…カフ帯
　１０３…接続部材
　１０４，３０４，４０４…幅広部
　１０４ａ，１０４ｂ，１０５ａ，１０５ｂ，１０６ａ，１０６ｂ…縁
　１０５…第１幅狭部
　１０６…第２幅狭部
　２０７…第３幅狭部
　２０８…第４幅狭部
　２０９…第１幅広部
　２１０…第２幅広部
　３４１，４４１…第１溶着部
　３４２，４４２…第２溶着部
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　ＲＡ…橈骨動脈
　ＵＡ…尺骨動脈
　Ｗ…手首

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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